


青森県北津軽郡市浦村

山 王 坊 跡

昭和57年度~昭和62年度調査中間報告
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山王坊遺跡、に憶う

伝承文書

由来本遺跡は，十三湊安東(藤〉氏に関する宗教伝承を有する点において，早くから先輩郷土史家

諸賢d斉しく注自してきたところである。たとえば，
(1) I r北津軽郡神社誌J(北津軽郡教育会編昭和1同行〉一「日吉神社」
(1.由緒，安倍姓下層系譜に「醍醐天皇之御宇延喜十九年春，安日安田参内之時，置主賜フ桧扇ヲ

樹グ上ニ於鷹羽'7依~TTニ則チ為2家之紋よ，此ノ時令乙参:=:îl~"'山王大明神二 *~T崇メ為三氏神工，故ニ

関2祈願所ヲ於山王坊阿昨寺よ也」と，古き由緒ある神社なり。元は山王権現と称せしが， 日吉神
祖と改め，明治十一年九月存置許可せらる。(漢文句読訓点豊島)(以下省略〉

(2) ! r本藩濫鰐実記J(木立要左衛門守貞著藩政時代〉
府高島の辺ニハ浄法寺・開昨寺・東明寺・禅林寺・龍興寺J(傍点豊島〉

(3) I r十三往来J(伝山王坊作室町時代〉
同阿昨寺之鐘声ツ成二諸行無常之告'7 (以下省略)J(句読訓点・傍点豊島〉

(4) I r東日流外三郡誌J(秋田孝季・和田長三郎藩政時代〉
(日吉神社を中腹に，その南方に十三宗寺が安東(藤〉氏によって建立されていた絵岡面と文面

が識せられている(原文，絵図とも省略する〉。しかし，同絵図では「阿昨寺Jの位置を別地域

に;とっている。

(5) r湊文書J(八戸湊氏蔵， I青森県史J所収〉
「盛季，安東太，津軽十三湊，安大納言，南部義政ノタメ嘉吉三年十二月十日，逃三渡ル秋之鴫

松前二也J

等々が除遺跡に纏わる伝承文書で、ある。

右文書中， r北津軽郡神社誌jの安倍姓下国系譜として拳げられている安東(藤〉氏の家紋改訂につ
いては r秋田家系図』では「後鳥羽院 (1186-98)の貞秀」時代となっており，安東(藤〕氏が津軽
に居を構えてからとみなすのが至当のように考えられるので，一応誤りとみなければならなし、。『秋

田家系図』が正しいようである。また，山王大明神の勧請も管見ではどの系図にも見当たらない。

按ずるに『北津軽郡神社誌』も伝承に基づいて編集されたものであろう。

しか[し， r阿件寺」の存在については， ω伽資料，特に古田良一博士が興国元年。340)の大海
捕後に作られたものであろうと提唱された『十三往来』にも龍われているので， r東日流外三郡誌J
(4)の十戸宗寺はとにかくとして，室町期に存在していた可能性が強いとみなければならない。当遺

跡の解担上強く念頭に置かなければならない伝承と思う。おそらく，山王日吉神社の鎮守社に対し，

神宮寺的存在としての阿昨寺が建立されていたものとの仮定を考慮に入れる必要があろう。

嘉吉|3年 (1443)，一説永事4年 (1432，r満済准后日記』所載)，安東(藤〉盛季が娘婿である南部
義政(来は政盛か〉の攻略によって，山王日吉社および阿昨寺も兵火に遭遇して焼却し，唐川城(現

市浦村トを経，柴崎城(現小泊村〉より渡島したことが伝えられ，この時随従した阿件寺の住僧山
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例 一一一一口

1. オヰ書は，昭和57年4月から昭和61年12月まで実施した青森県市浦村『山王坊跡』の発掘調査と

関連遺物調査の中間報告である。

2. ポ調査は，文化財の保護と，観光開発の為の史跡環境整備を目的に，市浦村教育委員会が主体

とえ員り，文化財保護法第57条 1項の規定に準拠して実施したものである。

3. ~山王坊跡』の五次に渡る本調査にあたっては，国庫助成補助金及び市浦村の補助金を受けて

実施し，調査員各人の個人研究に関する費用は，調査団員の個人負担金とした。

4. 現在までの調査面積は，総計l，357m2である。

5 発掘調査は，山王坊跡調査団団長，東北学院大学教授加藤孝の指導のもとに行った。

6. 本書の編集にあたって，発掘調査成果報告を本文とし，各調査員，調査補助員の研究報告は，

付帯として一括した。

7 出土遺物の整理作業は，佐藤智雄・兼田芳宏があたり，報告書の編集作業は加藤孝の指導下に

佐藤智雄が中心となって，東北学院大学考古学研究室で行なった。

8. ボ報告を作成するにあたって，関係各位より御寄稿を頂いた。

(市浦村村史編纂委員長 豊島勝蔵氏

;市浦村教育委員会次長 葛西安十郎氏(代筆〉

[秋田大学教授 新野重吉氏

9. 端書の執筆は各文末に記した執筆者名による。

10 ポ報告書中の作図及びトレースは，第 1，2， 4-6，ほ 16図を兼田芳宏が作成し，第3，

7~(14図及び写真図版を佐藤智雄が作成した。

11.当該遺跡の調査報告書については，すで、に発表された記事・論文の成果の一部を含めて報告す

る。 i

12 ポ報告書中，用語に不統ーな箇所があるが?御諒承願いたい。

. . 
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項要査調

山王坊跡名跡1. 

青森県北津軽郡市浦村大字相内字岩井84-22-262. 

昭和60年10月23日-31日9日昭和57年8月6日~同
I
J
i
 

同「

l期査3. 

昭和61年 5月11日-12臼11日10月9日~向

8月4日-14日同20臼12月1日~同

10月18日-24日同昭和58年 1月28日-11月29日

11月22日-24日同昭和59年 4月30日-12月8日

12月288-30日同11日昭和60年 8月6日~

1，357m2 (総計〉積

織

秀谷本自市浦村教育委員会教育長

孝藤加授教
A斗ι
ザー大院

A主4
寸ニー東北長

土
口

泉

孟佐遊埋蔵文化財発掘調査研究所

明成田義正・工藤市浦村教育委員会社教主事

佐藤智雄・兼田芳宏埋蔵文化発掘調査研究所研究員

者

負
任

助

責

補
査

査

調

調

調

調

調

i
調

面査4. 

組査5. 

団査

直野

田

新

坂

授

授

教

教

A込ゐ
ヴー

助学:

大

大

田

北

秋

東

員査

哲西掘正樹・阿部仁史・木戸東北大学工学部大学院学生

永井康雄・渡辺雅彦・稲万鎖、夫

今別幸司・及川好子・小野和歌子東北学院大学文学部史学科

小島ゆかり・斉藤彰裕・五月女雅人生学攻専学古考

j閏崎尾知子・佐藤哲也・渋谷

求・塚田智子高木弘子・高橋

宏・八嶋伸明本間友章・浜田

市浦村教育委員会，市浦村役場，市浦村日吉の神社氏子糖、代各調査協力及び参加者

位，北奥文化研究会各位，市浦村村民有志各位，市浦中学校教

職員各位，相内小学校教職員・生徒，金木高校小泊分校生徒有志，

中里高校教職員各位，十三湊迎寺，相内蓮華庵，脇本洗磯崎神社

遺

遺跡の所在

調
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No， 封担 呂 種 Bリ 年 t¥; No. 遼 島か 名 主也 日 種 )jlj 年 fこ

主管蛇大 m主ー石沼-主遺潰遺ー主民跡跡土一i一i 

1 
2 
3 
4 
5 
6 

山林 神社寺院跡 '.tt詮 11 露軍事遺跡 宅地 包含地 奈良平安

山林 貝塚 縄文(前~後期〉 12 唐)11 遺跡 採草地・原野・牧場 竪穴群 奈良平安

畑@原野 竪穴群・貝塚 縄文〈中期〉 13 岩手坂遺跡 畑@山林 霊~1\:君宇 奈良平安

畑・原野 竪穴群 縄文@奈良平安 14 十三遺跡 校内 モ百合地 中ttl二~);庄t!t

j京野咽 Ur林 竪穴群 縄文@奈良平安 15 檀林寺跡 UJ 才本 寺院跡 中世

!京聖子 竪穴群 縄文・奈良平安 16 福島城跡 畑@原野 域跡(チャシ/) 縄文@平安"中世

7 山林@原野 住居跡 縄文・奈良平安: 17 琴;萌岳遺跡 主由 主也 数布地 中世

8 原野。山林 包含土也 縄文(晩期〉 18 明神道重跡 原野 神社跡 に十'1主と
号 山林 包含地 縄文 19 鉄砲台遺跡 原野 包含地 中世

10 原野 7}(城跡ワ 奈良平安 20 麿JlI 城跡 山林 域跡〔チャシ〉 中欧

(遺跡名及びその内容は市浦村，'t:.(第帯巻)，その他にイ立 た，) 

第 2図遺跡位置関

--2 一一
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第 2節 沿 革

『山l王坊跡』の調査に到る経過を回顧するに当って， r胡砂吹く庭』とうたわれる東北々端の地に，
中世津軽安東氏研究史の中にも，長い研究の足跡が秘められているのである。

山王坊跡』は，青森県北津軽郡市浦村相内山玉沢一円を含む津軽安東本宗家の遺跡と称せられ，

現状は山林で， 日露戦役後，国に献木してしまった跡地に，杉，桧樹の植林が徐々に行われ，大正

天皇制位を記念して，氏子林，学校林，相交叉して，植樹の完成を見たという。したがって，遺

跡上はは，大正以前の伐裁古株跡，明治末期植樹の杉桧樹，大正初期の補植完成を見た杉桧樹林が

樹令/10年余を数えて，天空を欝閉して昼なお小暗く，見るからに神さび、た美林地帯となっている。

明治初年建替えたと伝えられる相内日吉の神社々殿が，山王坊沢西寄りに勧請せられ，それに通ず

る細道の参道が一条拝般方向に通じているのみで，他方，裏手，山越えに通じる裏参道たる山路一

条と， I連結しているのみである。

考苦学上の回顧をするならば，現在の十三湖周辺は，史跡亀ヶ悶遺跡が，I日十三湖周辺の遺跡として，

早くより内外に知られていたので，津軽安東文化と無関係ではないとする学風もあったのである。

特は，大正年代，市浦村相内のオセド、ウ貝塚の調査があった。当該貝塚は，中世津軽安東氏の本

宗家が築城したといわれている史跡福島域外郭を占めている点，採集せられた縄文式土器が，亀ヶ

岡式土器とは異なって，円筒式土器であったために，同時に出土した同文化期の古人骨と共に，考

古学Jt.，地域内に大きな反響を喚起することになったのである。

他方には，縄文式文化時代の遺跡や遺物の探査・採集とは裏腹に，これら周辺地域には一円に，

陶磁片の散布を見，美しい陶磁片の美を追うて，その採集に熱意を燃やす輩も数多くなり，その結

果，青森県内外に，さまざまな論議がなされるようになって， r津軽安東家というのは云々Jという
ような結末になっていたというのである。こうした事態に対応して，青森県内では，大正頃，奥田

)1慎蔵E誌を会長に仰ぐ f十三史談会』が結成せられ，福士貞蔵，佐藤公知，松野武雄，成田末五郎，

佐藤麓治，山内英太郎，佐藤雨山，成田彦栄，板谷八郎，肴倉弥八，豊島勝蔵その他の諸先覚が，

その森下に結集せられたというのである。錦々たる面々なので，会合の度毎に，考古学上の論議が

交わされ，中世津軽安東氏関係の遺跡，遺物に，話題が及んだことが窺われる。

昭和初年，喜田貞吉博士が，仙台に来られて，現在の東北大学内に，当時奥羽史料調査部を設置

せられて，東北諸地域から蝦夷，千島に及ぶ，万般の史料蒐集に当られたのである。そして，そ

れらの中から，すぐれた論考が数々発表せられた。中世津軽安東氏に直接関連した考古学関係のー
えぞゆみ おくせっ

つと引て， r夷弓に関する臆説j(東北文化研究第1巻，第5号〉があり，これは史跡青森県八戸市
是川遺跡出土品に関連して，秋田子爵家重宝の小弓について論及せられ，中世津軽安東氏=蝦夷管

領家り本宗が，この夷弓と同格のものを秋田家に伝え，同家では『伝国の璽』同格の扱いを以て

伝世世られて，今日に及んでいるが，その源泉は史跡是川遺跡出土の三張の小弓に，その系譜が考

えられると結ぼれた。また，福島県三春町に保管せられていた旧秋田子爵家の家蔵品が，奥羽史料

--4-

. . 
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第3節調査経過

『山正坊跡』なる遺跡については，過去において，考古学上の調査のなかった遺跡である。但し，

戦前，戦後(太平洋戦争〉食糧増産のため，山玉沢の津軽比叡式山王大鳥居南方の老松樹以南の諸

地域の(山林原野に開閏の鍬が入れられ，さらに，関田せられた水田に用水施設が必要となって，山

王坊jillの一部に，河道の変更が行おれた際に，石造物，石製品，陶磁器片等の出土を見たというの

である)。その大半は仏寺に関係するものとして，土地の所有者達の住いする相内地豆に運搬せられ，

その一部は相内蓮華庵に保管せられたというのである。

戦総開田は一段と進み，石造物等の破片発見毎に津軽比叡式山王大鳥居前の六地蔵堂附近に山

積せら(れるようになった。地目は山林原野であっても，中世津軽安東氏に関り深い『山王坊跡jの

ことで怜るので，述上の石造物は，一部は四散したのでその跡と密接に関連するものとして，地域

の愛崩者達の注意するところとなっていたのである。

ーガ，津軽比叡式山王大鳥居北部区域一帯は，大正初年に植樹した杉桧の美林を形成し，その下

方にvt;， 全山，津軽根曲竹の叢林と潅木林となっていて，わずかに，明治初期に造営された日吉の

神社ね通ずる参道が，中央にー篠通ずる程度であったのである。

この|ような現状に当って，調査の計画を立て 3ヶ年で一応の成果を期したので、ある。

先づ，十三湖周辺の諸地域には，古来多くの学者，考古学徒が調査と称して訪ねてはいるが，遺

跡が明;確にせられていなし、。遺物については，数多く採集せられたものが紹介せられていて，学界

に対しlて，遺物の系統論など報じた研究者も決して少しとはしない。

この)地域の考古学上の調査に最も大切なことは，遺跡を堀り起こすことである。これが『山王

坊跡jIの調査最大の山場で、あると考えたのである。したがって調査方針は，遺跡を具体的に提示す

ること)が主要眼目であった。

〔第→年度〕

昭和57年度は，古来遺物を発見したと伝えられている地域を観察するに，山腹制面に地業を

切った様子が見られるので，その位置を手掛りに，発掘を進めた。二ヶ所に大きな古い発掘坑

糾あって，陶磁破片の散乱する状態であった。古い発掘坑の整理を終え，ただちに測機を設定

Uて，磁石による南北中軸線を選んで杭打ち作業に入札考古学上の手順に従ったのであるo
l中間報告の現状で、は， (仮称〉西本宮社殿列本社股跡に最初の手を加えたことになる。地形が北

高南低の斜面のため，覆土が意外に少し南北中軸線上，表土層，表土下堆積層剥離の段階で，

属庭跡，石組階段跡，門又は大鳥居跡，後拝附拝殿跡，割石組大型階段跡，御手洗川という序

列で発見があった。さらに約50~;離れて，御堂風建物跡 1 棟分を追加したのである。この間，

jt奥文化研究会・地元小学校生徒の応援もあったりした。
昭和57年12月20日，調査団の報告会を市浦村コミュニティーセンターにて行い，加藤，坂田，

--6 --
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新野三調査員が，交々現状を報告したのである。

本邦最北端，文化果てる処と称せられた『十三の砂山jの地に，立派な大型礎石を配した中

世建物跡群が，整然と出土したことが公表せられ，村民各位の心情が一変したと，白川治三三郎

村長・葛西安十郎企画課長の謝辞があった。

〔第ヰ年度〕

昭和58年度は，御堂風建物跡の方位が，既発見社殿列跡の方位と，その方向性を異にする点

に;ついて，建築史の坂田調査員の指摘があって，その御堂風建物跡を中心に全遺跡に，考古学

上向『網目状調査区Jを設けて，ボーリング調査を開始し，試掘観察では，表土腐植土，水成

堆積土の順で，その層厚は約60}:>'，その下方に礎石様の石が配列せられ，前述の御堂風建物跡

のト群が形成せられることを知り得たのである。なお，滋賀県・福井県・秋田県・青森県・北

海道南部の関連遺跡の調査を行なった。

〔第五年度〕

昭和59年度は，前年度の状態では，泥沼作戦になる恐れがあるので，計画の延長の必要ある

民村当局に通知し諒解を得て，明治期と現今時の村保管の地籍図のコピーを願い，調査計画

の変更を行つたのである。

ー方，調査団としては，津軽安東氏の山王坊跡の気宇鴻大なるに鑑み，広く津軽安東氏関係

遺跡を見聞して置く必要ありとの意見もあって，福井県小浜市，滋賀県大津市，秋田県秋田市，

同能代市，青森県深浦町，その他同県下の市町村の視察をして，資料の蒐集に当ったのである。

〔第四年度〕

昭和60年度は，御堂風建物跡を起点として，その北方の表土剥離に当った。村当局より，環

境整備費の援助を受けて，山側に，磐座跡の発見，御手洗川南岸近く， (仮称〉東本宮本社殿列跡

及;び，渡廊跡の一部，舞殿風拝殿跡の一部を発掘した。

|この間， 日吉の神社氏子総代方では，神域山林間伐作業を施行。重機類導入で，遺跡の一部

調査上の支障はあったものの，大過はなく調査進行の便宜を得たのである。

調査が大型化し，土木工機導入の必要もあって，この年度より，埋蔵文化財発掘調査研究所

の遊佐孟氏を調査員に加え，増加する配土作業等に意見を求め，他方には，東北大学工学部大

学院学生等の参加もあって，作業を進めてくれたのである。なお，五所川原市に本部のある北

奥りた化研究会々員は交替しながらも，援助の手をさしのベて来られたのである。

f 第五年度〕
昭和61年度O この年度は， (仮称〉東本宮社殿列跡，西側半分の社殿列跡の発掘に当ったので、あ

る↓

8 -" 
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村史編纂委員長豊島勝蔵氏と協議，調査の大綱を決定する。

oj昭和57年11月29日， 30日。 12月1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日，

10日， 11日， 12日。

(市滞村山王沢所在の日吉の神社拝殿において『発掘調査鍬入式』挙行。調査団を代表して，

加(藤，調査の予定計画と安全と協力とを要請。

調査開始。

(発掘予定地の現状視察撮影，予定地に族生する津軽根曲竹及び潅木類と羊歯類の刈り取りを

施情。古い地業と観察せられ，人頭大河原石群の堆積している所より発掘調査を始める。当該

地区を起点として，測機を設定し，南北線を仮設し，遺跡発見の順序とする。観察によれば，

的こ f津軽安東氏埋蔵遺宝探し』と，呼称する向きがあって，予定地区に，発掘抗跡が処々に
ありて，遺跡の保存状態の安否が気遣われた。この期の調査で，地業のある位置に建物跡一棟，

他(に門跡又は大鳥居跡礎石，礎石をもっ後拝附拝殿跡一棟，区画石列跡，割石組階段跡二組等

が溌見せられた。測機で仮設した南北中軸線上に，各遺跡がかかるので，当該遺跡は，当初か

ら企画せられたものと認定せられた。

jまた，出土遺物としては，地業を切った位置の古い坑跡周辺より，中世陶磁片若干，拝殿跡

かも焼けた青銅製金工飾金具残欠，青磁破片等を得た。なお，現在ある津軽式比叡大鳥居の位

置(と新しく発掘せられた割石組階段跡の中間点に，刈り払いによって，発見された方型土壇状

の高地があったので，新野調査員の強い要請で，ボーリング調査と表土除去実施。この調査で，

大関社壇上に，大型礎石を配量した阿弥陀堂風の建物跡一棟分を発見。当該遺跡は，猛火を蒙

った痕跡が，いずれの点からも観察せられた。猛火の痕跡は，前述のいずれの遺跡においても

同断で、あると認定せられたのである。同期間中，文部省人文科学研究費下附の主座であった東

北津院大学教授伊東信雄博士の視察があった。なお，北奥文化研究会・村史編纂委員会の応援

も持た。

O昭和57年12月20日。

18時-20時 市浦村主催で，調査成果の報告会が同村教育委員会大講堂において施行せられ
た↓なお，引き続いて，北奥文化研究会においても間報告会が行われ，五所川京市内の会場が

使用せられた。

加藤 孝『山王坊跡』発掘調査とその成果

被田 泉:山王坊跡の建物跡〈中世建築の特質〉

新野直吉:津軽と安東氏

於市浦村コミュニティセンター

〔昭和58年度〕

O昭和58年 1月28日， 29日， 30日， 31日。 2月1目。
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: r山王坊跡J関係諸事項の整理のため市浦村出張。伝山王坊跡出土の石造物について，教委
保管品を観察 加藤田長 他。

り昭和59年12月20日。

;北奥文化研究会に，研究成果の一部を原稿として送附。

〔昭和60年度〕

q昭和60年4月13日， 14日。
[福島県三春市歴史民俗資料館に於て『安東秋田展』を開催。『山王坊跡j出土の石造物出陳の

だめ出張。同館陳列の中世津軽山王坊跡関連遺物観察。加藤，坂田両調査員。

d昭和60年6月17日。

[青森県北津軽郡市浦村環境整備費『山王坊跡j関係費について，改めて村当局より委嘱せら

れ， 60， 61， 62年度3ヶ年間調査並びに整備について相談あり。

;したがって， 61年度に中間報告書を刊行。 63年度に最終報告書刊行予定の旨を村当局に答申o

d 昭和60年10月23日， 24日， 25日¥26日， 27日， 28日， 29日， 30日。

(『山王坊跡j(仮称〉東本宮社殿列跡の発掘調査施行。磐座跡， (仮称〉東本官本社殿跡，舞殿風拝

殿跡，渡廊跡，大型寺院風拝殿跡等の礎石を各建物跡に発見する。なお，各建物跡には， 石組

の溝跡が軒線として残っていることが，改めて認定せられた。且つ各建物跡礎石は猛火の痕跡

者止め，灰，焼木片，等の散乱も認定せられた。

山王坊川の運積土壌であって， その間に遺物包含層は含i表土下約40-60センチの堆積層は，

ぎれていないので，遺跡焼失後，再建， または再構築の痕跡については，考古学上認め得られ

ないことが知られた。なお，現在表土は約20-50センチの堆積土となっているが，杉樹，桧樹，

羊歯類等の腐植土層であった。

(本調査には，仙台市内の納埋蔵文化財発掘調査研究所々員の参加があったo

q昭和60年11月23日， 24日。

， r山王坊跡』調査について，秋田大学新野調査員と特に協議する。

〔昭和61年度〕

件昭和61年5月11日， 12日。

[昭和60年度調査において，遺跡の拡張に伴って，新しい社股列が発見せられたので，市浦村

当局に， 61年度調査について改めて打合せのため出張する。遺跡の拡大化に伴い，積土排出と

遊歩道建設のため，

ととしたo

埋蔵文化財研究所の遊佐孟氏を土木工学の立場で，調査団に参加を願うこ

Q昭和61年6月2日。

市浦村全村『安東文化のふるさと』造りについて協議会があって， その中で， r山王坊跡』の

--12 --
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第 2章 調 査 成 果

第 1節 (仮称)西本宮社殿列跡、(第3・4-6図参照〉

(仮称〉西本宮社殿列跡は， 山王沢の高地中央部・南斜面に地業を設け，南北一列に配された礎石

のあるi建物跡と施設で区画された社殿列で，南から割石組階段跡・後拝付拝殿跡・大鳥居跡・石組

階段麟・虞庭跡・埋経施設を社壇下に設けた本社殿跡等が発見されている。割石組階段跡から本社

殿跡ま(で、の建物跡や施設跡等の仮想中軸線が，ほぼ一致する事から，当初より計画されて造られた

社殿列であると観察される。

昭和61年度の調査では， 主として本社殿跡の精査作業を行なった。

(1)割石組大階段跡(第3・4図，写真図版2)

(時〉西本宮社殿列跡の最南部，緩やかに蛇行する御手洗川より，低い社壇上に設けられた後拝

付拝殿跡正面までの急斜面上に，割石組階段跡が発見された。階段跡は，後拝付拝殿跡正面に列な

る大国段跡と，後拝付拝殿跡西脇に取り付く石組階段跡があって，共に割石と一部人頭倍大の河原

石を用し、て構築されている。

遺跡は，急斜面上に位置している事から，風雨・雪による荒廃が著しく，加えて御手洗川架橋工

事等り際には，一部基礎工事に階段跡の割石等が転用された事もあって，全容は知り得ない。

大階段跡は，東西両端に耳石をしっかり植え込み，高低差5~;~・残存長6.M;に蹴上り約18-25j:Y ・

踏面3q-40j:Yの石列が2.8~;幅で、12-13段残されていた。残存していた階段跡の南端中央部には，樹

令300年余を経た古杉樹の根株があり， 日露戦争当時，国家献木の為，冬期伐採されたという伝承に

基づ附ば，現在より400年以前に割石組階段跡は廃止され，杉の若樹が成長することのできる環境と

なってlいた事が考えられる。現存する割石組階段跡の西南端より西側の石組階段跡までは土留の為

のもの(か，東西に並ぶ石列が残されている。

大階段跡の西側4~;~に位置する石組階段跡は少数段の石組みと，一部耳石の跡が残されているだ

けで割る。これは，通常の通行には西側の階段跡が用いられた為で，遺跡の破壊が甚だしい理由の

ーっと考えられる。

(喰拝付拝殿跡(第3・4図，写真図版3)

割判組階段跡の北方正面，本社殿跡の南方下方斜面に地業を設け，低い社壇を築いて位置する建

物跡のことで，残存礎石15個から成る礎石を据えた建物跡で、ある。礎石の配置から正面三間，側面

三間でイ南面し， 正面中央礎石の 1~;~南側には 3 ;~;予備で建物跡に取り付いていた階段跡の礎石が 2 個

あり建物の北側中央にはー聞の張出し部のあった事が知られる。付近にある礎石の中には，原位

置から[の抜取り， あるいは移動のあった事が観察されるが，安定している礎石から得られた柱鰐寸

法は正面中の間が最も広く一間約3仏 両脇間と側面の三間は等しく約2~;， 中央部北側の張出

-14 -
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し部は一間2.5かである。残存礎石から考えられる建物跡は，正面の長さが7.3~;~，側面の長さは6.5

Gの規模を持ち，礎石の大きさが変わらず，脇聞の間隔が等しく，瓦等の屋根材が出土していない

事からi床張りで廻縁のない平入の建物で，草葺きかあるいは板葺きの屋根であったと見受けられ

る。 i

建物跡の南端礎石列より1.5~;~南側と，東端礎石列より 1. 25~;~東側に河原石，あるいは一部割石を

用いた同列跡が各々東西11ひ・南北は2.5~;で一部途切れるが総長28かに渡って発見されている。建

物跡の軒線とも考えられ，あるいは南北に並ぶ石列跡が建物跡東側にある地業部分で途切れるが，

本社殿跡階段部分より再び、北へ連続する事から考えて，神聖域・社殿列跡等のある一定の区域を区

画する為の右列跡とも考えられる。東西に並ぶ右列跡を基準とすれば，割石組階段跡まで距離にし

て約1.15-2~;の間隔があり，建物跡西側にある石群の一部に石敷きが認められる事から，空間部分

は，通路跡とも観察される。斜面に取られた地業は，建物跡を含む東側及び西側の現日吉の神社拝

殿及び参道までの範閤に及んでいる。

遺物;として拝殿跡からは，細線斬金彫刻宝相華文様が，魚子文下に施された銅製飾金具の焼失残片

と，御深井香炉の口縁部破片が建物跡の南寄りに出土している。なお，調査に当って，覆土中より，灰

層や炭化物等が発見され，礎石の一部に火気を蒙った痕跡も認められ，建物跡は火災に遇って焼け落

ち，銅製飾金具の焼失片は，その際，拝殿正面扉にF付された飾金具の残部であったと認定せられる。

(3)大鷹居跡(第3・4図〉

後拝什拝殿跡の北方斜面上方約4.8~;~，本社殿跡南方下方約15~;の位置に， 3.3~;の間隔を置いて，

大型礎厄が2個東西に配されている。後拝付拝殿跡から本社殿跡へ通じる斜路の途上にあり，礎石

周辺は活状に一段高く， 5x 4~;平方の地業が成されていて，本社殿跡南方正面に位置する事から，

大鳥居跡と認定される。周辺には，小礎石しか存在しない事から，本柱の礎石と思われるが，控柱

の礎石は現段階では，認定されるものがない。礎石には火気を蒙った為の焼痕と，剥離痕が明僚に

認めら仇る。

(4)石組階段跡(第3・4・5図〉

本社殿跡の南方，贋庭跡の南端及び斜面上に，若干の石組みが残っている。傾斜が急峻なので，

後拝付拝殿跡への転落石も多く，風雨・雪害等によるものか，現存する拝殿参道工事等の際の抜取

による|ものか，保存状態は良くはないが，本社殿跡・慶庭跡の地業の土留めを兼ねたと思われる石

列とそ仇に続く階段跡の東西に並ぶ石列が南北に三段程認められ，その東端は後拝付拝殿跡から連

続する百列に直交して止まっている。河原石等自然石を多く用いて構築されているが，石組階段跡

としては一部に止まり，全体の規模は知り得ない。

(5)虞庭跡(第3・4・5図〉

本社数跡南側・石組階段跡までの 4x 6~;の範囲が，慶庭跡となっている。東側は，後拝付拝殿
跡から本社殿跡まで連続する石列によって区画され，西側は地業によって区間されている。整地さ

れているが，西側と南側が低くなっていて，現状で、は西側へ雨水・湧水等は流れ落ちている。遺物
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は発見されていない。

(6)本社殿跡(第3・4・5・6図，写真図版3)

本組殿跡は"(仮称〉商本宮社殿列跡中，最も高所で、北方に位置する社壇を持った建物跡である事か

ら，柾殿列中最も重要な建物跡であると考えられる。調査によれば，磐座を除いた山玉沢一帯を望

む高所に一辺約12む・南聞きの方形に地業を設け， さらにその中央部に東西6fz-南北6~;~の北

側がやや高くなる平担部を作り， 周囲を拳大から人頭大の自然石や割り石を用いて， 一辺を 5~;の

方形民区画し，社壇を形成している。社壇の区画に用いられた石は，残存する礎石同様過去の宝探

しゃ， i風雪による荒廃が著しく，保存状態は良くはなかったが，精査作業を行なったところ，約20

Y高く(なる社壇亀腹の区画と，亀腹の側面を保護する為の石積みであったものと判断され，積石は

すで料崩壊しかけているが2-3段に積み重ねられていたことが知られた。社壇亀腹も，宝探し等

により[荒廃が著しく，東西及び南北に入られたトレンチの断面観察では，積み土と， 自然堆積土と

の区別がつきにくい。しかし粘土中より，付近には分布していない小指頭大の黒色の小石が， かな
はんど

りの数で土中より出土する事から奔土であることが知られた。

わずカミに残された社壇上の礎石位置から考え得る建物跡は，柱間2.8かのー聞社と判断されるが，

東側の切れ落ちる地形と視覚的効果を考慮したものか， (仮称〉西本宮社殿列跡の仮想中軸線上からは

若干東向きであり， 区画石列を基準とすると，地業の中央に位置するにも拘らず， 西寄りで，建物

の方向も若干東向きと観察される。 しかし，社壇亀腹中より出土した遺物は，鎌倉末期より室町初

期の闘に位量づけられる土陶器群であり，建物跡も同様の時期のものであって，他の建物跡からの

出土遺物と甚だしく年代差のあるものは見られなかった。 しかも礎石の位置が，納経護を掘り出し

たと考えられる過去の宝探し坑跡を囲む様にして存在する事から，建物は埋納された経撃の上に建

てる事を第ーとして建てられたものであり，比較的保存の良い西側礎石列の方向から復元される建

物の， i軒・回縁等の保護からは外れたと思われる社壇亀腹東側の崩壊が著しい事から，礎石は原位

置か日の大きな移動はなかったものとも考えられる。(仮称〉西本宮跡の社殿列は本社殿跡北側から，

南側り割石組階段跡まで平面図上では約45~;，御手洗川畔まで約65~;の距離があり，本社殿跡の方

角のずれは，全体として視覚的に著しく列を乱さないと考えられた為であろうか。又，本社殿跡建

物の仮想中軸線を南方へ延長すると， (仮称〉東本宮社殿列跡の大型寺院風拝殿跡正面へ到達する。こ

れは参拝者への配慮で、あろうか。それとも神事に配置の原因が求められるものであろうか。

遺跡が撹乱されている原因の一つに，本社殿北西高所より流れ込む湧水が挙げられるが， これは

滋賀県大津市坂本にある日吉の大社の泉殿や「延喜式神名帳」にも大井神神社をはじめとして， 55 

社の泉井関係の神社が見られる事から考えて， 占地される条件の 1つが湧水の存否なのであって，

周辺叫は恐らく排水の為の施設があったものと思われるが，現段階では，調査の途中にある。

遺跡からの出土遺物には，中世常滑窯産の壷・中世越前窯産の護・中世珠洲窯産の播鉢・襲。産

地不明の中世陶器・嬬焼の鉢，南北朝期の特徴を持った石造物組物等が挙げられる。

加藤 孝・佐藤 智雄
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第2節 (仮称)東本宮社殿列跡、 (3・7~lO図参照〉

(仮称〉東本宮社殿列跡は，東側を山王坊)11に，北側と西側を御手洗川によって区画される，山王

沢南方に開けた平担地のほぼ中央にー列に並んで、形成された社殿列で， (依称〉西本宮社殿列跡と同様

に建物跡の仮想中軸線がほぼ一致する事から，当初より計翻され，建てられた社殿列であったと考

えられる。社殿列は，御手洗川北岸南斜面に鎮座する磐座を最も重要な基準としてその南側に本社

殿跡4贋庭跡・舞殿風拝殿跡・渡廊跡・大型寺院風拝殿跡が発見され，舞殿風拝殿跡北方から本社

殿跡ぺ至る聞には，贋庭跡を罰む瑞垣跡が発見され，さらに，その外側には社殿列全体を区画する

様に巡っている石組溝跡が発見されている。

(l)i大型寺院風拝殿跡(第3・7・8図，写真図版4)

大型寺院風拝殿跡は，御堂風建物跡・大型阿弥陀堂風建物跡と仮称されていた建物跡のことで，

現段階で、は(仮称〉東本宮社殿列跡中の最も南に位置し，高さ40})/・東西約叫・南北約防の社壇

亀腹上に，残存する31倍の礎石群から成る建物跡である。礎石の欠落している箇所は5箇所で，東

西に並ぶ南端第一列目の中央東側礎石，南側より第三列自の中央東側・西側両礎石，南北に並ぶ東

端第十列目の北端2個の礎石であるが，南側より第三列百の中央東側・西側両礎石を除き，抜取痕

が認められる事から，南側三列目の礎石は当初より配置されていなかった事が知られる。

残存する礎石から考えられる柱聞は，中央の礎石間が最も広く，一間3.5~;~それより一間外側の礎

石までは2.M;~最も外側の列となる一間外側の礎石までは1. 9かである。建物跡の，最も外側にある

礎石昨は，中央部に設置されている礎石よりも，ーまわり小さい石が用いられている事から，凹縁

の為の礎石と考えられ，全体として一辺が8.3ひとなる方三間の回縁を持った建物跡となり，中央部

の礎布を設置しない事からも，仏教的な要素の強い建物跡と考えられる。外側の礎石から約1~;外

側で，i社壇亀腹の40})/程下方に，河原石や一部割石を用いて構築された石列が発見されている。こ

れは浩組溝跡外側石列に連なる石列で，建物を含む社殿列の区画を表わす施設であって，この建物

が社殿列中に含まれる事を意味し，現段階では，所謂軒線とは区別される。石列は，現在南側第

三礎布列の線までしか発見されていない。礎石には各々火気による焼痕や柱痕跡を残す剥離痕が認

めら件社壇上にも炭化物・炭化材・灰層があり，火災によって焼失した建物跡と観察される。

遺物は，鉄釘片・青磁無文皿・おろし皿・播鉢片が出土している。又，瓦等の発見がなかった事

から， I草葺あるいは，木板等の屋根であったと考えられる。

(2)|渡廊跡(第3・7・9図，写真図版4)

大型寺院風拝殿跡北方中央の階段跡に連続して，舞殿風拝殿跡まで続く，渡廊跡が発見された。

石組溝跡に囲まれた床張りで礎石のある建物跡であろうか。柱間は東西が2.M;幅を 1聞とし，南北

は1.5~;~を 1 聞として南北に 2 個 1 組の礎石が並んでいる。建てかえのあった為なのか，本来の構造

としτ配置されたのかは，調査中であるが，両方の礎石共に焼け痕が認められ熱によって剥離した

柱の痕跡も残されている。礎石の高さは舞殿風拝殿跡とほぼ同じであるが，社殿列中最も低い。正

1 、
'1 
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面一間，側面三聞の長さを持つ平面妻入形態で，建物聞の中間にあるこの種の建物跡は，建物間を

絡く、、役割を持っと考えるのが普通であり，礎石内側の社壇中は，タタキとはなっていない事から床

張り針，板敷きで，瓦類が出土していない事から草葺きか，板葺きである，切妻風屋根の建物であ

ったと考えられる。

(3) 舞殿風拝殿跡(第3・7・9図，写真図版4)

大型寺院風拝殿跡の北方，渡廊跡に連続する礎石建物跡で，石組溝跡に固まれている。西側と北

西部叫杉の立木が多くあり，調査不能の箇所もあるが，南北5.6{j~ ・東西5.6{;の正方形を呈する建

物跡で，柱聞は南北が2.Hj~の一間，東西が4.U;の二間で，軒の出は80}>'である。建物跡南側に約

2.H;幅の階段跡があり，北側に凸部が見られるけれども，果たして後拝に相当するものか，階段跡

に相当するものか，瑞垣に関連するものか，不明である。礎石のレベルは(仮称〉東本宮社殿列跡中

渡廊跡に次いで低く，石組溝跡とほぼ問じ高さであるが大型寺院風拝殿跡より北方に位置している

事と，石列の内側に若干の社壇が形成されている事から，床張りで、床高の建物跡で、あったと考えら

れる。礎石の大部分には，火気の影響が認められ，寺院風拝殿跡同様に炭化物・炭化材が多い。こ

れは~災を蒙った証拠であろう。常滑窯産撃の底部破片・火鉢(火舎〉等が出土している。

(4) i石組溝跡(第3・7・9・10図，写真図販4)

石組溝跡は現在のところ大型寺院風拝殿跡の東西に並ぶ第三礎石列より，溝跡外側の石列が発見

され北側中央の渡廊跡から溝跡となって舞殿風拝殿跡を経て，本社殿跡まで連続する溝跡のこと

である。溝跡は各々溝内側に平担面を揃えて配寵されているが，寺院風拝殿跡の調査では現在，内

側の有列は発見されず，拝殿跡石列が石組溝跡外側の石列に連続し，同様に神域・建物方向に平担

面を揃えて配置している事から，神域・あるいは社殿列を区画する結界石と同様の意味を持つ石列

とも考えられる。

溝跡内側の神域・建物跡とは反対側に平担面を揃える石列は，渡廊跡・舞殿風拝殿跡・瑞垣跡等

で発見され，それぞれの建物や区域を内側から区画し，外側の石列と組み合わされて雨落溝を兼ね

る石組溝跡となっている。溝跡には自然石や割石が用いられ，各曲りでは小口を南北に取り揃え，

しかも，各々の方向が直線となる様に構築されている。外側石列は3.5{;前後各に通常のものより大

きな石が二個 1組で用いられているが，それらを直接利用した施設もなく，構造上は特に必要とも

思わ料ない事から，神域を区間する上での神事等に関係する事と考えられる。溝跡としての幅は，

南北間続く溝跡がすべて30-40}>'で，東西に社殻域を拡臨する溝跡はそれより広く80}>'幅である。

溝跡凶舞殿風拝殿跡から本社殿跡へ連続する途中で，西側へ40手Y拡がっている。比叡山延暦寺蔵の

中世si吉山王絵図にも同様に，神域が数ケ所，拡幅している箇所があり，同様の意味を持つものと

も観窮されるが，石組溝跡外側石列の石が本社殿跡から瑞垣跡・瑞垣跡から舞殿風拝殿跡・舞殿風

拝殿制カミら渡廊跡等に至る拡幅箇所で、は， 1-3個相当の幅で脱落している箇所があり，抜取痕等

も認めlられない事から，北高南低の地形を利用して，雨水等をそこから区域外へ流し出す実利的な

排水施|設と考えられるのである。

- 22-



門出回

色
ξ
;ョ

ロ
に
三
正
?

ぷ
ζ
ブ
げ

ー

l的N||

0
0
 

古言語*
 

~
 

図鯨

C
 

σ
 

白
白
ら
。

。

わ〕
。

G
 
。

。
E
3
 

巴
。

。

~
~
~
目
ロ
O
む
Q
 

~
:
f
示

\\i二
;voO

」
中
z

G
認
匂
蕊
フ
疋
ア

墨

ヲも
J

O
 

匂
p
 

α
 

日
O
 

〈シ
G
 

O
 

/へ
ο
 

強制幽駄蛍泌総

、。
d
ー
た
9
~
o
D
，ぴヌ:;;0

掻
に
も
σ
&
地
ヒ
口
)
~
も
:
:
dQ

も
082C

醤拡Mil: ~ 
H伊

G
 

続
五

ζ
~
 
乞
手
事
l
h
J
己
天
二
話

、点、
《
括
性
ヂ
"
 

屯
J
o
?喝。
τ
てそ

¥
異
『
。

di 
0
0
 

庁
、
8

，
，
~
 

も
0

0ど
î~~



Q 

ハ

。 -5m

(仮称〉東本宮社殿列跡(3)

v 
、~~、。

千品単P

o 0 . 

ρ 

，、_(J

¥JVくい00

G 

3ミロモ
ハ0"0
uσ 
D 

O 

。

。

Q 

贋庭跡

。

歌ゎo9

n令

Q
O
σ
o
 

o
O
B
U
U
，
 

ーベ‘

ハ
司
自

ucじ
L

O

O 

Og 
瑞垣跡

LJ2 
∞針ロ母ζ主或司令。

o ~ 

θ究

nu
ハU
けパ
v
d

舞風拝殿跡

渡廊跡

UVUぃ

h
j
G
7

F
r
e
-
斗

ー

し

一

、

メ

V
U司
g
J

ヴ
川
ゾ

h
U
3

石
組
溝
跡

G 

e 

寺院風拝殿跡。。

- 24--

O 

第9図

O 

. . 
， 

. 



の ら? までの

る

し

って よりも

さ

の 町〉 まっている

と

目算でも

されて、

にある 8 るヲ

り

も されているO ζー」司恥 ノヲ

一一一



0'D& 
。。

すな~
O 

O 
q移

Q 

本社殿跡

にコ

cgdQU  

G 

C 

@ f1 0 

~ 
Q 

() O 。
O 

慶庭跡

r
c
m
M
V
σ
 

、
f
i

つ

3
6
0
G
O
-
-
。

、
え
誌
な
勺
j'n
ロー

石
組
溝
跡

od 

」

J

f

~

伝
h
r
Rむ
A
V
弘

υ
6
0
0込
O
Dゆ
え
れ
ν

川
許
可
川

v
A
M
U

0~ 

匂存ロ~まヨゐ々フ 飲むGρ

一?;殿跡 ~~ð?ご o 5m 

(仮称〉東本宮社殿列跡(4)

- 26 

第10図

-v 



し、る

り上げる。

している。

も著しし、。

門
田
丸
」

の施さ 広〉 イコ

られる。

¥ 

/ 

より出土し 口 で9 口

さ

白

るが貫入も

し の

られる。 @龍泉窯産の ム」

られる。

¥
1
J
/
 

内
/
い
M

より し

には若干の砂と

りでヲ接合した箇所には整形痕が認めら

、るO 他に(仮称〉西本宮社殿列跡のこ

.2~ 1. 

-- )。

る壷の口 とタ

ら考えて 9 るい と

る。

よりヲ のものと る の と

し、
多

ている。 と く9 内@

の よりの し イフ

~-- 4 ) 

より 口 こラ

27 



いる。 とし ロロ 守主
ι- 日

き

ら している。

される。

-ぢ〉

ら る と

青

h
ツ

3
礼
わ

下ゴグロ る。

るロ

る。

まれるO

している。 そら

? ， )舞殿風拝巌跡賄側より出土した口縁部@胸部@獣脚片で?出土地点が近い車

る。

ょっ

ま し
ι-

の さ

る

の陶器と'臼 している。 J
A」

るO
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播鉢(第図5) 

(仮称〉東本宮社駿列跡の大型寺院風拝殿跡東側j石列より出土し

灰色で呈し，焼締められているが，小片の為tこ窯元は不明であるC

いるが句償用痕も認められヲ磨滅が著しい破片であるO

ろし血(第図 6)

(仮称)東本宮社般列跡応大型寺院風拝厳跡東側石列脇より

であるO 青

として描文さ

で， J底部復元径号

る器厚1.である。土師器，土部質土器と呼ばれている焼物

で，若干の重量もある。縦九条@横十一条の格子状線刻が見られる られない。

部には糸切り離し

くすべ焼の

西本宮社殿列跡の本社顧跡亀腹社壇中より出土し

るO 砂を多く含む陶土を低温で焼成した軟質の陶器でヲ

られる。

@野手ンある 日

@外面共にJ槙焼によるカ…ポン

あ

ているつ

荷造物(第図ヲ国 1• 2) 

石造物仇(仮称〉西本宮社殿列跡の本社殿跡精査作業中9 社壇南@北両側石に転落し

されたもので，社壇南側正面よワ八角形基礎一基@半球形石造物組物語座一基ヲ北側より

量の異なる半球形石造物組物語盛一基，北西隅より在日片が三点出土している。八角形基礎

安山岩ト質でヲ反花を含む約%が欠落している。法量は反花を含む基礎の高さ

.9- .の八角形であるが，台の下部は一辺と若干すぽま

. -6.5j:/の八角形で歩

ているO 格狭間はヲ台座側面の八面中三面

ラ台座と同様に下すi玉、まりで長方形の輪郭を巻きヲさら

@出さ .5る。反花上の

7. 

脚部 出る ま ている。 とし

によ七定さ る。一部破壊さ いるとは言 ザコ くり

味の し鋭利に彫出され， J重弁の 々Uこ いるO

強く 反花下の まりである らヲ り まっ

象を受ける。

八角形基礎と両様に建物跡南側より出土した半球形石造物組物語座

最大径21.2j:/上面受部径の寸法で9 受部中央に径5. 深さ 3

の底面中央部には，径3. 高さ 2 寸法の組込用柄があるO 請花

華文様でヲ間花は，受部中央部からの彫込で刻み出されヲ蓮弁

1 )は9 高さムム@

h
り

e間花八葉の単弁蓮

し、る O

本社殿跡北側より出士した半球形石造物組物i講座 2) 建物跡南側より

さい。高さ9. 最大径は請度胸部中央にあり 。?多ン@

受部中央に4 さ3. の円形の柄穴が形成さ さ

- 30 
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F寸法の組込用の柄穴が形成されている。蓮弁は，外側八葉，間花八葉の単弁連華文様であるが，

受部の造法は異なり受部上には重量のないものを載せる為に，安定させる必要があったものか，受

部平坦面は大きく，開花は上部からの彫込でなく，薄肉彫で刻み出されている。請座のこの様な造

法・形態・法量の差異は，用いられ，組み合わされる石塔の種類に反映させるものであり，前述の

建物南側正面より出土した請座は， 山口県山口市洞春寺境内にある大内氏二十六代当主・大内盛見

公の墓塔である無縫塔(透関塔〉の請座に同様の手法が用いられている事，法量が大きい事等から

考えて，無縫塔に用いられる講座であり，後者の北側から出土した請座は，宝優印塔，あるいは燈

籍の請座に例が求められるものである。

木製品(第11図11)

炭化物・炭化材は，調査区の全域から出土しているが，建物の規模が特に大きかったと思われる。

(仮和東本宮社殿列跡の大型寺院風拝殿跡・舞殿風拝殿跡で多量に出土している。 しかし，すべて

が灰勧こ帰する程火の勢いが強かった為か，炭化物の大きさが， 3 -5 :}::/程度のものがほとんどで，

立木が燃焼して炭化した物なのか，建物跡の建材が火災によって炭化したものが判別のつく物はほ

とんE発見されていないが， (第11図11)は，大型寺院風拝殿跡北側より出土したものの中で唯一表・

裏両面に加工痕を有す

る。表面の上部には撃

による加工痕があり，

破損斗ているが柄穴で

ある。;裏面には段をも

って平坦面がニ面作ら

れてし(、る。破片資料で

はあるが扉等が取り付

く建築部材の一部と思

われる。

加藤 孝・佐藤智雄 y ~ 
、 J
、、ー・ーー司白ーー匂ーーー匂司ーー司ーー司ノ

第l3図 出土遺物(3)
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南部勢山王焼討及び阿件寺等焼討，宝物奪取す。永享12年

嘉吉元年 南部義政一挙に十三山王の 南部氏山王を焼討 |城を落とす。

同3年 び山王の住僧実相坊@ ら宝像を奉じてヲ安倍盛季の軍船に便乗渡

島す。

などという多くの関係記述があるのであるO

『東日流外三郡誌』とし寸資料による限り多

ことになる。だが年表に纏められているよう

ことは信じ難し、ことであるO

に山王坊があったこと

年程の闘にこれほども庶々

ょうとすれば焼討の

をまた兵火で、焼亡させられるということにならない限り，このようなことはくり

るO 結局タ果たして事実なのかその信愚性が疑われるということになる。

また幾度もの建て直しを考えないとすれば， この山王坊は余りにも

てもヲ l尚多くの伽藍を有していて 9 次々に焼かれることになったという風にみ

けであるO もちろんヲいかに壮大でもヲ木造の建物が一部に火がついて類焼を

むずかしいがタ本当に山王坊は大規模な聖地であったのであろうか。現在から

考古学的に遺跡@遺物を確認する

かなことだという

あったという

札それ

い土壌屈に

とし

、て

ょうと

る。

われわれは先ずヲ考古学的発掘調査仰をしたわけて子あり 9 その成果を得たのである

見出し得ない。そうなれぼやはり『東日 のものにつし、て

るということになるOお詳しい検討をし

もそも『東日 『市浦村史資料編』上巻 された巻頭文によ

外三郡誌第六巻の序言、

は9 拙者の遠者をたずね日本八十二ヶ国を辺、脚し，写筆為したる綴なり。依て時代不順，文献不I1債の書者と

なりしも，是を頭Jむに置きて憶読なすべし。文献及伝説諸翁姥の'1意諮りやヲ背習神社仏閣祭肥やヲ法要等

りと悟り，諸国の山里を巡りて得たるは，本書津軽藩法度の東日流外三郡誌なり。

るに当り東日流飯積福泉の圧屋和田長三郎源吉次殿と親交し 9 吾妹りく り仕りてより 9

東 A族の往5歴を探研に及ベり。

依て安東」族の来歴は幸いなる哉飯積邑大光院に秘)哉され，是をしる りて @南海道まで

も巡脚し共に寝食しまた野宿もともにせし長き年月を過して，認にようやく解明の暁を得たれま

りてヲ安東氏累代の解明に至れり。

三千坊寺社来歴， rU王唐川城ヲ飯積高楯域歴代に渡る流転の古事来歴は9 みな本書東日

せり。依て蕊にll:t書を末代に秘蔵せんが為に，摩神石塔に永代蔵書ぜり。

為なり。拙者浅学盲筆なる故に偽字脱字あらば是を訂しまた加へてよしと

石以て拙者及び和田長三部氏と共に喜憂の労もまた報はる事。

右老婆心に他ならざるなり。

寛政五年二月 羽州土崎在住

孝季

奥州東日流住

とありヲまた各巻の に「戒言一旬」として「此の書巻は藩許得難く

38 -
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る。 の >-
'-画

孝季Jと書いてあったというの

「出版に薦言すJとし寸

ぞ〉 とせよ O

の

としては，反落の罪科にとわれるものであり 9 秋田家と和田家と

まで極秘とし天井に諾されていたものである。家伝として異常なる

るべしとあり 9 私の父はひところこれを気味悪いものとして焼却しようとした時，祖母に強く叱ら

自のように覚えています。それが，父と相談して， この箱を開いたの

った。

M 

，- し， る事のできる書物は100巻位で，あとは虫にくし

これか読釈し心身をこめてここにその一部を筆了し?

、ます。地下に永眠せる秋田孝季，

る。

?ょっと

と

も

じま

と ら9 その内

も9 どこでも確かにすることはしていないのである O

して活字にした当人であり歩誠実ですぐれた業績を

よび安東氏に関する

内

あって?秋田孝季の定説ではないので，

ることが多いし P 造語が多くま

してくださるよう望みます。

づかいヲ

って

仁

も津軽史の空白を満たしてくれること

とりたくない。今までは9

とってきたが，一度その外域に立ってヲ敵対的態度をとってみる

うってみ、ることの重要性を考えるからである。 cw東日流外三郡誌年表j序〉

している。

って

ママ

ものであってヲ この

容に立ち入って吟味してみる必要がある。

名称は十三宗の意を以て号きる」とあり 9ま

口
M
M
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安東神社・大山祇神社

寛政元年七月一日 秋田孝季巡脚調書

とある日山王坊が，室町時代に神仏習合の聖地で、あったことを物語るものである。つぎの「十三山

王蔓斎羅施工之事Jは，

「金剛界蔓茶羅は東を下に西を上とす。胎蔵界憂茶羅は西を下とし東を上とせる故に法場を山寄り

に施し[西方開く方に地位を設く，是れを金剛界法場とし」

応急~5 年 (1398) の式目というものが現存せず，

るものiそのものの信態度が問題なのであるから，

明らがである。それに即物的な意味でも問題になるのは山王坊のあの地域に，

してみた杉林だけで、はなく，現在は田闘になっている地帯まで拡大して，

みてもi，そこに十三寺院とか十三社殿とかが建っていたかということになると，狭小に過ぎる。

かもどこに東・西・南・北・中の大路などというものが，

考え難い。さらに従来の考察の如くに阿昨寺まで並んでいたとすれば一層狭小に過ぎることになる。

しがもこの地域に営まれた寺院は，天台・真言をはじめ中世仏教の寺院も含まれている。法相や

華厳dような古代仏教の寺院だけならとにかく p 比叡山や高野山それに永平寺や身延山までが規範
になる!ような寺院の建物が， r十三山王坊寺社図」とし、う資料の記すように文治年間に一斉に整然と

設けbれたと認めることには大きな抵抗感がある。

ま対「十三港の名称は十三宗の意を以て号さる」

称は FとさみなとJで，十三を「じゅうさん」

るという説と考え方の方が遥かに妥当性があり，

って打じゅうさん」と呼称されるようになってからの知識を前提としての発想であると考える方が

自然で:ある。

っき向こ「十三山王祭紀之事」など，寛政に行われていた毎月の祭の例と認められ，祭事などとい

うものは慣例をよく守るものであるから，

外の神・仏のことを言っていないのも，

とても!考え難いことを示す。「山王日吉神社大施主芳名Jとし、う史料も「宮司但馬守基信」なる名が

みえる;から，社家に伝わった日吉神社史料の断簡によるものと判断されるが，

の崇般豪族の名が相当の妥当性をもって伝えられているものの如くである。

各種史料の中には，

れはやはり盛時の考え方が伝えられた可能性が強い。ただ「十三山王金剛界之訳Jというものの中に

是』こ日本神道日吉神社・日本国東日流誕生の修験宗を加へて十三山王の金剛界蔓茶羅道場せるは，まさに十三左衛門

尉藤原秀栄中尊寺におとらぬ仏場を成じたり。

山王坊を金剛界として阿昨寺田方坊を胎蔵界としているとし， そのわけを

と述べている。

しかも寛政元年7月の「秋田孝季巡脚調書Jな

この史料をそのまま信じて良いはずのないことは

それは，我々の発掘

その社寺地域を想定して

し

あたかも都城のように営まれていたとも

ということも疑わしい。むしろ十三湊の古来の

と数調読みにするのは近世になってからのことであ

十三港と十三宗と結びつける地名説は，近世にな

そこに「山王春秋の年中行事なり」 といって山王日吉以

以前に日吉神社以外の寺社が， それほど多かったものとは

そこには津軽氏以前

山王坊が金剛界蔓茶羅の理念において位置づけられていることが見える。
〉回、，
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十三浦に京や畿内から修行僧が来たことや，十三氏が秀衡の弟か:密かは別として平泉一円でのっ

たことは確かであろう O しかし，対岸交流を認めることには積壊的立場に立つ筆者にもかかわら

の帰化僧が交易船に乗ってやって来たというようなことになるとヲ

性がないのではないかとせざるを得ない。ことに『東日流外三郡誌』のし、う十三宗は(傑章によっ

て多少出入もあるようであるが〉前掲の如く天台@法華@

(或いは実相とか三論とかともあるハ禅@真言@大日@鯵験であるが，中国仏教の十三宗には毘

曇@成実@律@三ミ論。浬繋@地論@浄土@禅@摂論@天台。華厳。法相@真言などが挙げられてい

る。東臼流の実成というのは後者の成実のことかもしれなし、因みに日本でー殻に十三子A宗というの

は華厳@天台@真言@法相⑫律@浄土。臨済@曹洞@黄葉@真(一向).日蓮 a融通;念仏像時である

ら，日本十三宗よりは中国十三宗に近いとしづ見方もできなくはないが，法華宗@念仏宗などと

いうのは日蓮の法華宗@源空の浄土宗の意であろうから 9 大陸から帰化憎が伝乏たとは者分得?なし

し9 修験宗に至っては日本産であることは指摘するまでもない。十三擦に高麗

来航し止住するようになったものもあるには違いないが9 安藤(東〉誌が仏教の真理を求める

に対岸交易をしたとし、うのは9 あまりにも高尚すぎる解釈であろう O

帰イヒイ曽がし、たとしても 9

来たとし、う津軽仏法優位論

の存在があって十三湊山王坊が

ちょうどあの津軽で修験道が生ま

そこに京畿から求道僧がやって

とするのと同じ伝である。

の意、たるや壮なるも裏付けは何もないとし ければならない。ただ「京師比叡倭/国ニ優ル

藍ゾ無ケレドモJといっているのは，山I王坊が比叡の統を引くものであるとし寸認識が端なく

されたもので1 史的事実の反映であると考えてよいであろう。ただ建保とし寸鎌倉時代初期にこの

ようなことが書かれたのではあるまい。

以一色幾っかについて所見を述べたが， I十三山王坊十三宗摩代高僧之像」 諸項自の文にもヲ

同じような似たような類のことが書かれているがラ理解し難し、ことも多くヲ

から伝わったと考えられる僅謡「十三の砂山(3)Jを9 興国二年の大津浪の際に越の国

邸が被災した大商人の娘が口まかせに歌ったことによって始まったなどというのもタ

いうのに「大商人」と表現することの奇妙さで明らかなように説話伝説にすぎたい

ち北陸

国の頃だと

ら

前船と共に伝わったはずの事実を伝えてし、る。また時代的に近世の知識を秘めて中世に当てるとし

うように数百年の臨たつがあるのではとても真史料としての意味は持たせ得ないけれども@ この

を越のl国の旅から帰って娘が歌ったというところに9 この歌を津軽の人が9 北国から伝わり港の

性の歌となったことを知ってし、た事実の反映を認めることができる。だからここに挙げた種々の

も9理解し難し、ことが多すぎるからといって9すべて史料的意味を持たないとはいえなし、であろう。

われわれはヲ山王坊の地に社寺の遺物@遺跡を掘り当ててF まさしくその地名を伝える地に9 日

る中社社寺のあったことを礎認した。~東日吉神社の鎮座と

坊記事のうち， くともそこに社寺があったという件りだけは事実であっ

さるべきである。
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第2節 目吉山王と津軽安藤(東)氏

この山王坊のほかにも中山山王日技神社などが『東日流外三郡誌』に見えるが，現在の青森県地

方にとって日吉山王がそれほど一般的で多い神社ではない。青森県神社庁の発行している『青森県

神社一覧(叫によると，南部の方では，階上村晴山沢の日吉神社しかないから，記載されていなし、小

さい社の存在を考慮に入れても，この地方において日吉神社の分布の少ないことはよく理解できる。

一方津軽地方においては，青森市山王林の日吉神社，弘前市上池神の日吉神社，そしてこの市浦村

岩井の山王坊日吉神社が記載されている。南部一対津軽三であるから，両地方の聞に差があるとい

うことは明白にいえるが， この章の冒頭に記したように決して青森県地方全体でも多い神社ではな

い。それだけに，この神社が津軽にもたらされたことについては，その史的意味を考察してみる意

味があるといえる。

この山王坊と安倍安藤(東〉氏との密接な関係はこの氏の支配圏からみて先ず間違いがないであ

ろう。それは仮に『東日流外三郡誌』の所伝をすべて捨てたとしても遺跡の時代性からいえること

である。一体安倍安藤(東〉氏はこのような日吉山王信仰をどのようにして津軽に受容したのであ

ろうかといえば，すでに指摘したように京師比叡の統を引くものであるとする意識か読み取れたよ

うに，どこかに勧請されていた日吉神社を更に津軽に勧請したということではなく，直接近江坂本

から勧請されたものと考えざるを得ない。津軽の豪族がどうして坂本と結びつくのかというと，ま

ずーっは山形県鶴岡市の日枝神社，同酒田市の日枝神社，秋田市新屋の日吉神社，同市八橋(元飯

島)の日吉八幡神社，秋田県能代市の日吉神社と東北の日本海岸沿いに，しかも港町ごとに北に向

かっている信仰の流れが帯在するとし、う歴史的事実があり円その線上に津軽が位量してゐるという

ことである。だがもう一つの要因がこの山王坊にあると考えられる。それは，安倍安藤(東〉氏が

その辺の東北豪族とは全く違う海運豪族としての性格を持っていたことであり，その海運力によっ

て直接京幾に密接な関係を持っていたことである。

そもそも日本海の北方海運には，昆布や鮭などを主とした北方物産を京畿にもたらす交易の役割

があった。津軽に本拠を持つ安倍安藤(東〉氏は渡島半島方面にも出先勢力を置いていたものらし

く，中継交易者としての立場を持っていた。蒙古来襲の際にその水軍を西海に派遣したという伝え

さえ持っているが，泣き止まぬ子に「蒙古来るぞj とし、う子守歌を伝えている津軽のことを考える

と，まんざら妄説ともいえないような気がする強力な武装商船隊を保有し運用していた。この伝統

は南下して秋田安東氏の時代になってもひきつがれていて，戦国期にも中央権力と海運をもってつ

ながっており，いわばその総決算的できごととして，豊臣秀吉から秋田安東実季への秋田杉の板材

運漕下命のことがある。もちろん板の賦課は他の出羽豪族などにもあったのであるが，その中心と

して宰領の責任を負わされたのは秋田氏すなわち安倍安東氏である。

この海運力があり，その力の故に早くから中央に知られていたからこそ，さにに触れたような康

季への羽賀寺造営の下命はあったのである。寺院の造営というと，単に資金が豊かであるというこ

とだけではなく，銘木材の方の提供も期待されていたからであったと考えなければならない。安倍
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とみられる安倍安藤(東〉氏が，橘氏の南西撤退後にこの地方を支配するようになる事実は，大河氏

の滅亡l後に，既に関わりを持っていたと認められる能代などの港津に拠り処を求めて勢力を拡大し

たであろうことを裏書きしている。

これ[ら津軽から北羽にかけての港津をこの氏族が支配していた背景には，北条氏の権力の裏打ち

があったので、ある。この海路を安倍安藤(東〉氏が保つことは，北方交易の利益や奥羽物産の運漕に

よってiもたらされるものを，安定した状態で北条氏が吸い上げ得ることでもあり，鎌倉幕府の支配

体制紅海路を通じて維持できることでもあった。反鎌倉の挙に出た大河兼任を排除することは幕府

にとっ|て大きな命題であった。当然そのあとには親鎌倉的な勢力を入れたであろう。橘氏はあまり

北条氏iを中心とする鎌倉中枢から好まれなかったと考えられている。遠い西国に移って行くことに

は， この氏が西国に出自を持つ故の好みに依るものであるとばかりは考え得ない政治地理学の流れ

があるl。というのは，小鹿島を名字にした橘氏がこの北羽地方にどのような心情を持っていたかは

極めて(明白だからである。やはり鎌倉中枢から，坂東や奥羽からは遠ざけたいとする政治力学的な

働き引けが存在したと見るべきで、あろう。そしてそのようにして動かされた後に安倍安藤(東〉氏が

入り辺んできている事実は，このように移って行く状勢を幕府中枢が望んでいたことを端的に示す

だけでなく，そのように動いて行く状況を形成しようとする希求の存在を物語るものである。邪魔

な大河兼任を除去したあとに，北条氏御内人であるとまで考えられて来たような立場にある安倍安

藤(東)i氏を入れることは，鎌倉幕府の政治指向の自然の方向であろう。

大河氏本貫の地で、ある南秋田郡馬場目川流域の寺庭白山権現社に伝わった棟札には，安倍太郎吉

定の名;があった1111。馬場目川の古名が大河(]I[)であったと考えられることと相い侯って，このやや内

陸部阻まで、安倍安藤(東〉氏の勢力が入っていて，しかもその棟札の年代が建長という十三世紀半ば

頃のものであったということが注目に備する。もちろん兼任の乱から建長までは半世紀の隔りがあ

るので，安倍太郎吉定の存在を直接兼任の乱後のことに結びつけることはできないであろうが，吉

定の前に一代なり二代なりの前提がなかったとは断定できないし，この吉定の安倍太郎がよく安倍

太郎色名乗る人物がいる安倍安藤(東〉氏と全く別族であると考えることもできない。やはり十三世

紀の初め頃に安倍安藤(東〉氏の南秋田郡地方進出はあったので、はないかと考えられる。

このi安倍安藤(東〉氏が男鹿半島北浦に日吉神社を奉斎していたことは，山王坊日吉神社のことを

考えるlうえでも重要なことである。いうまでもなく近江に本社を持つ日吉神社を，この氏族がおそ

らく海路をもって勧請していたろうことをよく示すからである。真澄の見た棟木しが十四世紀前半の

ものであったということは，いわゆる山王一実神道が形成される段階にすでにこの氏族が日吉信仰

を受容していたことを物語る。棟札に，大檀那が藤原光長・大友重光・藤原吉兼で，神主は紀真清，

大工出左三郎則家，鍛冶は沙弥弥阿であるというような記載が詳細であることは，その奉斎体制が

良く整った状態になっていたことを示すものであるから，山王坊日吉信仰も相当の整った形で、行わ

れていたことを推察せしめる。

さらに秋田地方には河氏の奉斎した日吉神社があった。秋田市八橋に鎮座している日吉八幡神社
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ところ!では，この笹岡日吉八幡神社は創杷ではなく， 日吉山延命寺無量寿院という修験寺院であっ

たといiう。その開基は前九年の役の後に修験者になった安倍宗任であるという伝承である。日吉と

無量寿というのであるから日吉だけではない祭神を最初から祭杷する性格の修験であったものであ

ろう。(宗任などというのは宗教の開基遡及説話にすぎないが，それでもこの中に安倍氏を始祖とす

る安藤(東〉氏のこの神社に対する関わりが創始の段階からあったことを暗示している。元亨以前の

多分~二世紀中に日吉八幡神社の前身の始源はあったものであろう。ここに至って山王坊の日吉信

仰と時代的に対応し得るこの氏の併行する日吉信仰を認めることができるのである。

第3節 l近江から津軽へ

自由神社が日枝神社とも書かれるのは，いうまでもなく「日吉」が「ひえ」と読まれるからであ

る。「住吉」が「すみのえ」と読まれ「墨江」と書かれていたのと通じている。「吉」が「えjで良・

佳なHと同義であり，古代に「え」といわれていたものが，文字によって後世「よし」と読まれる

こともあり，中には「ひよしじんじゃ」と称している神社もある。先に文中にも出てきた秋田市新

屋の日|吉神社や能代市の日吉神社は現にそう称している。いずれも論中安倍安藤(東〉氏との関係を

考慮じた神社である。どう読まれ称され，またどの文字が用いられていようとも， この神社が大山

咋神言明祭神としていることは確かである。大山咋神については『古事記j(同上巻，大国主神の段に

故，!其大年神，……又襲ニ天知迦流美豆比売ー，生子，奥津日子神，次奥津比売命，亦名，大戸比売神，此者，諸人以

拝輩神者也。次大山咋神，亦名，山末之大主神，此神者，坐二近淡海国之日枝山一，亦坐ニ葛野之松尾ー，用=鳴鏑一神者也。

とある(大年神の子である。ここに「日枝山Jと書かれることが「日枝神社Jとする社名の興こる一

因ともなっていよう。大年神は，須佐之男命が櫛名田比売との聞に生んだ子であり，宇迦之御魂神

と兄弟神である。同じ神格とも見得る豊鏡の神である。

六国史では，大歳神は，貞観九年紀に飛騨国の，間十三年紀に石見国の，元慶四年紀に筑前国の

奉斎柑として『日本三代実録j~こ表れるが，大山咋神の方も六国史では『日本三代実録J に，貞観

元年E月条に「比叡神」として，仁和3年 4月条に「日吉Jの神として表れる。松尾の神というの
は，もちろん松屠神社の中津姫命と共に祭神となっている大山咋命のことをいうのであるが，中津

姫は宗像神社で中津宮に祭られる女神である。大宝元年秦氏が奉斎したというから，比叡の地主の

神の神徳を本拠葛野郡の地に迎え，本国から来航した時以来縁りの深い宗像神と併せ祭って，自分

たちり氏族のためにも神の恩頼を受けようとしたのであろう。

古川伝統を持って『古事記jにも日枝(比叡〉山に鎮座すると明記される日吉神社は，それ自体

でも古典神として由緒ある信仰の対象であったと考えられるが，平安時代に入って天台宗と結びつ

くこ占によって一層広い信仰を受けることになった。天台神道すなわち山王一実神道の教義的成立

は中世になってからのことであるが，承和の頃慈覚大師が赤山明神を比叡山鎮守としたというよう

に，神仏習合が進むのは平安時代のことで，その末期には「日吉権現」の称も行われているのであ

るから，比叡山延暦寺と坂本日吉大社の間にはその地縁的関係からの接近があったに違いないので

ある。 lことに天台宗修験道の展開から，それに伴う呂吉神の習合的信仰も深まり習合的勧請も進ん
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と

王子同 牛毘神社 大山咋神荒魂

同 :3山比売神社 白山姫命

禅師向 樹下神社、 鴨玉依姫命

三宮神社 玉依女T!神荒魂

中七社

大行 摂社 大物忌神社

子 牛御子神社 山末之大主神荒魂

事摂社 新物忌神社 天知方rl流水姫神

下八王寺 八柱社 五男三女神

尾撰社 早尾社 素蓋鳴尊@ 彦神

同 産屋神社 鴨別雷神

聖 女米社

師末社 樹下若宮 玉依彦神

竃殿再 奥津彦神@奥津姫神

一宮竃 同 同 同

山末社摂社 氏神神社 健角身命@

正WJ王 瀧末社 岩瀧社 市杵島姫命@

同 銅宮 素蓋鳴尊

〉止と4アu 比 同 気比社 気比神社同体

っている。 旧称9 中段が現代社名 9

れ し9 の;擢天記の記述によれ

大宮，ニ宮9 聖民子，八王子，客人十禅師，三官，

大行事，牛笹IJ子9 新行事ヲ下八王子，平尾，王子宮歩

下七社

大宮

聖員子

大宮竃殿ヲ二二宮竃殿， 山末，岩瀧，気上七宮， 鈎宮，

塔本三聖也。

々

住吉，西竹林，八幡，

若宮請観音9 二宮左脇也。

左脇， 氏永ノ東9

で

各奉レ幣也。

/辺

る。

八王子 千歳，万歳，巌間フ聖御子9 八ノ御子ヲ己上五所9 御蔵右脇9 大巌北。

百大夫，若宮，勢至菩薩，或云，地蔵菩薩。大巌南。七郎八郎，同社，三宮左脇也。己上回所ヲ

自レ北至レ南。矢取，三宮左脇。

客人 小白山9 御殿ノ:右/脇。己下三社、9 自レ北至レ南。若宮，別山大行事9 聖観音，

十禅師 悪王子， 巌瀧南。夷，不動。三郎殿ラ 若宮 9

巌瀧下。

日上門楼外。
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三官 憲，三宮右脇。八王子，矢取同社也。

下八王子 矢取，早取，若宮，靖高，高ノ御子，己上五社，御殿右脇。自レ北至レ南。

王子宮 祇園天王，薬師，帳御子，己下七社，自レ北至レ南。富ノ;御子，若宮，富御子同社。王子ノ御子，八ノ御子，

夷三郎殿，同社。鼠禿倉。

早尾 私市，大石右脇，己下五社，自レ北至レ南。山長，勢多伽童子，新社，吉備津宮，地蔵，夷三郎殿，同社。

若宮，ー童，富永，巴上三社，西向。己下七社，自レ西至レ東。蒲若宮，冠者殴，見御子，伊豆権現，千手。

八幡若宮，稲荷，稲村，貴布禰，不動，黒尾。日下自レ北至レ南。早尾，巌島，千載，調行事，世直。

大行事 護因。

牛御子 衆気在。

塔本 夷三郎殿，大行事，小宮，子安宮，鳥居南脇大石也。

日上無動寺智信阿国梨説云々。

ということになるO このように神仏習合の構造化した日吉神社が，唐の天台山国法寺山王稿によっ

た「山王社」の称で全国に勧請されるのであるから，何処の豪族に信仰されてその地に鎮座しでも

何の不思議もないとことであるが，この安倍安藤(東〉氏には，他の奥羽豪族とは違った京畿や近

江への海みちが通じていたので、ある。

坂本から琵琶湖に出て今津に至り九里半街道で若狭小浜に出ると，そこにはあの羽賀寺のある国

富荘がある。今津のあたりが十三世紀前半に延暦寺東塔東谷金剛寺院領であった(I田ことなどを考え併

せると，小浜から日本海航路で北に帰りまた南航していたと認められる安倍安藤(東〉氏が， 日吉

山王信仰を受入した経路がよくわかるようである。羽賀寺は現に員言宗であるが， I羽賀寺年中行事」

によると，寺の背後の山天ヶ城 (266~;;;) を越えた北方，青戸の入江に面した若狭浦に，羽賀寺法印

が長保5年 (1003)以来別当となる「山王山二之宮権現」があったことがわかる。二宮が大山昨神

を祭る日吉神社そのものであることは先に見た通りである。

羽賀寺は元正天皇勅願の古寺であるといい，観音堂の本尊十一面観音は，天皇を写したものだと

さえ伝えられている名利である。この寺を安倍安藤(東〉氏が二度にもわたって修復しているとい

うことは，相当早くからこの寺に伺等かの関係を持っていたことを推測せしめる。津軽山王坊の選

地が羽賀寺の選地と通じているとする指摘が加藤教授にある(川のは，決して単なる偶然の一致ではな

い選地のあり方を思わしめるものである。もちろん津軽山王坊の選地には坂本日吉神社のそれと通

じた面も明白に存在するのであるが，坂本から津軽への海みちで，小浜が中継の役割を為している

ことも疑いないであろう。

羽賀寺には宗祖弘法大師を柁る石碑とならんで堂の東側に古碑がある。表には

奥州十三湊日本将軍安倍康季君

鳳緊院殿高山賢機大居士

三百五十遠忌宝塔

とあり，裏には

寛政二庚成六月廿四日 現住胎乗
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と彫まれている。『羽賀寺縁起Hこは本浄山という山号で寺名が記されているが，本来は鳳緊山が山

号で，それを院殿号にする康季のこの寺との関係の深さがよく示されている。『羽賀寺縁起』には

「奥州十三湊日之本将軍為ニ檀越ー，捧三加莫大之貨銭一造畢J

と記されているが，その莫大の奉加というものは，この氏の大武装商船隊の存在があって可能であ

ったのである。若狭には

!相模守殿御領若狭国守護分多烏浦掛穂、勝也

!右国々 湊泊関々 不レ可レ有ニ其煩一之状如レ件

i文永九年二月 日

という!過書船旗が伝わっている。多烏は今の田烏である。相模守殿領すなわち北条氏領は東北にも

多く，津軽でも相当な震の存在が考えられている。それに密接していた安倍安藤(東〉氏もこのよ

うな過書船旗を持っていたに違いない。かなり自由にそして効率的に往来していたのであろう。そ

の中寸日吉信仰という文化的事象弘、坂本から小浜を経て津軽山王坊に伝えられ得たのである。

坂本の日吉大社は大きくいえば比叡山麓に鎮座するが，直く震の神奈備山は一山巌石で蔽われて

いるといってよく，古墳と認められる石組みも多い。『山王擢天記j0こも「大巌」のことが何度も見

えたが，神奈備山頂上の巨巌は大山咋神の墳墓であると伝えられて， 日吉大社からも延暦寺からも

そしで崇敬者や信者からも，深い信仰の対象になってきたのであるが，津軽山王坊もまた巌石累々

とし〈いる。おそらく平安朝末から鎌倉時代初・前期にかけて，修験者や天台僧などが山王坊の初

源を開いた際にも， 日吉大社の鎮産する地形を意識して津軽の聖地を選定したに違いない。同じ中

世の熊野信仰の伝播に当たって，各地の熊野勧請地に本宮・新宮・那智などを，紀伊の本社の地に

なぞ伝えて配しているのと全く同じである。

津軽山王坊の背後の山は，男山・女山の形を見せていて，現在の日吉神社社殿は，女山側の中腹

に鎮醸しているけれども，中世南部氏の攻裏で焼亡した社殿と目されるものは，もっと男山寄りに

位置じていた。そこは両山の中間地帯ともいえるが，その後背斜面には一見神秘感を漂わせるもの

を含九で，移しい巌石の流れ出しが見られる。ことに半ば立像の慈母観音にも見立てられそうな大

岩などは， 日吉大社の猿石を偲ばせるものがある。おそらくは縄文期においても原始信仰の対象に

なっ?とのではないだろうかと考えられる石流である。女山の信仰は土偶について考えられているこ

とにも通じ，男山もまた，西の方に形よく立つ霧山 (152.M;i:)に似ている。もちろん脇元の海岸に

立つ諸山は航海の指標となりその故にこそ肪山の称が生まれるのであるが，少し内陸に入りより高

い山の中に位置する山王坊の男山は，現在青森桧葉や秋田杉の林に中腹以下を蔽れており，必ずし

も山形は良く見えないが，本性はよく通じ，巌石の流れはむしろ海岸部に独立峰となっている佳山

の霧山よりも畏怖感を与えるものがある。

おわりに

山王坊には日吉神社が鎮座し，そこには古くからの聖域の伝えがあり，ことに『東日流外三郡誌』

には寺社の大集合地帯で、あったとの記述がみられ，その書のあり方には問題もあるが，現実にそこ
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市浦村蓮華庵の石造物概報

所在地青森県北津軽郡市浦村字相内47

蓮華i庵は，市浦村相内集落の東南部にあり，相内集落と十三湖を見下す小高い丘陵の端部に位置

してい|る。同地は史跡福島城・神明宮の北西約1.2鴇。山王坊跡の南西約2.1鳴の地点にあたり，地

元の古老が「シコロ山」と呼び， I丘新城Jがあったとされる伝承地の一部でもある。同庵は，正徳、

元年 d1711)，同村十三集落にある湊迎寺の末庵として開基され，現在に至っているという。

岡崎寺には，本尊阿弥陀如来像をはじめとする多くの寺宝の他に，現在調査中であるが，延文年

号のある経石をはじめとして，山王坊跡・禅林寺・阿昨寺・長谷寺などの疑定地・伝承地，他から開田

作業の(際に出土した石仏・石造物等が壇家衆や信仰心の厚い村民によって運ばれ，納められている。

本稿で今回報告の対象とするのは，寺域の地蔵堂に納められている石造組物群と，共同墓地内に

ある無縫塔で，すでに本文で記述した「関連遺物」と共に，昭和60年11月・ 12月の二度に渡る調査

の際問調査対象となった遺物の一部である。蓮華庵が保管する石造物は，現在整理の進められてい

る地蔵堂内のものだけでも53点を数え，総計で80点余が発見されている。石造物には，五輪塔・宝

箆印塔・無縫塔・層塔・石仏・石仏基礎・経石その他に分けられ，全体の割合から，五輪塔の部分

品・蛍箆印塔の部分品が全体の50%を占めている。地蔵堂内に納められている遺物は，五輪塔の一

石による空風輪4点，風輪(あるいは他種の請花) 2点・火輪6点(あるいは他種の笠部4点〉・宝

優印塔の笠3点・塔身2点， (複製〉無縫塔の塔身2点・中台2点・竿2点，層塔の栢輪請座I点・

石塔基礎7点・石造地蔵立像2体・持物等破片2点，台座3点，石仏7体他8点に分けられる。五

輪塔t札風化しているが，四方，あるいは正面に焚字を刻み出しているものが多い。地輪が少ない

のは，重量がある為に手近な場所に安置され，部落内にある庵寺までは，あまり持ち込まれなかっ

たからで、あろう。宝優印塔・無縫塔の台座部分も同様であるが，調査団の依来によって，現在市浦

村教育委員会で保管されている，山王坊・日吉の神社跡の地蔵堂内にあった八角基礎や反花付の宝

箆印塔基礎等との比較検討によっては，同一組物と判明するかも知れない。地蔵堂内の調査対象と

なった!石造組物群は，記年銘こそないが，小型のものが多く，時期的には，南北朝室町期を中心と

した比較的限られた時期の特徴を有する石造組物がほとんどで，若干ではあるが鎌倉期の特徴を有

佐藤智雄

する五輪塔の部分品もある。現在までの調査から言い得るこれら石造物の特徴は，分布範囲が十三

湊として捉えられる地域や下回安東領と考えられる土地，あるいは，関係地域に分布が限られる事

が第 1の特徴であって，古代より地元あるいは近隣の石大工によって，連綿として造り続けられ発

展したものではなく，石造物の持つ編年的な特徴が京・畿内で作られたものと一致している事から限

られたi時期に，搬入あるいは将来されたものであった事が考えられる。
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にあって 9 遺跡の位置や性格を知る上でも

多本調査にあたってはヲ蓮華埼庵主加藤うた女史ラ

の御厚意によるものである。記して

東北学院大学東北文化研究所々収

1943，経済図書株式会社

しま

東北学院大学論集，歴史@地理学第15号9 昭和60年3月
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士吉 ( )酉本宮社殿耕j
種番 早-~

のi調査

，年8}jの3

査で、発掘調査を終了しラ現状保存する事となったのよってこの

て，構越ながらその成果をまとめ考察を添えてみたいと思う。

こまでの

におい

今回の

とし

の

さ

跡群

していて，

札下方の遺跡群は伝承し

1建物跡群〈寺域又は

〔仮称〕西本宮社殿列跡〉ヲ及び磐鹿〈墓地又は墳墓〉

ぷコ

来るが9 この遺跡は前述した下方の建物跡群と異なる方向性

る事からヲ第2建物跡群に什髄するものか? これらと

るの官、あるの本遺跡を構築するにあたっては9 山の斜面を方形

り水平にしているがヲ南に緩く傾斜しているのは?雨水等の

西側より出づる自然、の湧泉が南西側へ流れ去っている。ま

を異にする老木が繁りヲ南西約2U;の所には磐盛と考えられる

は後世の宝探し@杉根等の撹乱によって 9 その景観は著しく損

の規模@構造等を明らかにする事が出来た。遺跡は南⑧

に二重正方形区画の石組(区画石列〉を巡らし，その区画

ものがそのほとんどであるがヲ若干白色のものも出土している。〉

土壇(社壇).亀腹状に土盛りがなさ

大石が乗っている。外側石組列は一辺約5. の

えて敷き並べてあって 9 北側石組列の基礎部分は，

れているが9 その飽三方の石組列は基盤上にそのまま石

積は北側で2段9 東側で2投，甫{期で 3段まで確認さ

の

な意味を持つ遺跡と考

1~;;::) に削ワ取っ

を考慮したものと考えら

ぴ〉

る

じっ

る

に置か

ものと観察される。石

上部が崩壊しているため9 全体とし

てどれほどの高さまで積み上げ、られていたかは不明であるO しかし地山が傾斜している事から

てラ遺跡上部を水平に保つため，南側はより高く積み上げ、られていたものと観察され9 南側より

された事はそれを物語るものであって 9 地表上?こ多く露出してい

し等の際に遺跡より抜き取られ廃棄されず、こものと考えられるのであるO ま

もある片岩系の割り石(北側東部分〉や内側に裏込め状に拳大の河原石た場所によっ

を梗用している 〈西穆南側部分〉も認められるO こ して しく，
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確定予る事は出来ないが，一辺約3~;-;;の方形を呈するものと考えられ，人頭大でほぼ同じ大きさの

河原石を整然と並べているのみである。但しこの内側区画内に置かれた粘土中には，砂等の混入は

なかっ!たが外側のそれに比べて砂利等の混入が少なく，撹乱層中からではあったが，中世陶器片が

多く出土している事から，特別な注意が払われているものと考えられる。よってこの二重の石組列

で形成される遺跡は，内側石組列が内陣・内郭的，外側石組列が外陣・結界的な意味を示すものと

推察され，経寵・骨蔵器等を埋納する経塚や墓地又は卒塔婆(塔〉的な性格を持つものと考えられ

るのであり，あるいはその位置等から，遺跡上部の構造は撹乱・崩壊のため不明で、あるが，礎石を

もっ建物で、あれば，神体や本尊等を奉安する神社の本殿や仏堂的な性格を持つ遺跡とも考えられ，

山王坊遺跡群においても極めて重要な意味を持つ遺跡といえるのである。

発掘調査によって出土した遺物は総て中世に属す年代のもので，中世陶器(翠・壷・播鉢破片〉

と石遺物(台座基礎・請花・茶臼下臼〉に分けられる。陶器類はいずれも破片であるが，主に撹乱

層と内側石組列内の粘土中から出土している事から，護類は埋経・納骨に際して使用され，播鉢は

その蓋として活用されたものと考えられる。石造物は外側石組列上部の崩壊や撹乱が著しいため，

この遺跡が築かれた時あるいはその後に安置されたものか，石組列を築く為に他の場所より持ち込

まれ転用されたものかについての判断は，その出土状況から極めて難しいが，残存する石組列に組

み込ま|れていなかった事や発見された陶器類とほぼ同じ年代に属すと考えられる事から，狭い年代

幅で調えた場合は疑問が残るが， これらの石造物は構築後に据えられたものと思われる。また伝聞

によれば後世の宝探しゃ現在の日吉神社・階段建設の際に，その多くが持ち去られあるいは転用さ

れたとの事である。その組み合わせ(台座基礎・講花〉で考えられるのは，無縫塔・石燈寵等で，

茶臼ri臼は石塔の一部か故意に破壊し石組列に使用したとも推測されるのである。無縫塔とした場
合，ぞれらは比較的小さなもので，基礎と誇花の造り方にもやや差があると観察され，これらは主

に墓摺として禅宗系寺院で用いられる場合が多く，これまでの調査成果による山王坊遺跡の性格と

は合致しない事から，石燈龍の一部と考えた方が無難と思われる。しかし山王坊遺跡出土品として

伝世さiれている石造物には，宝優印塔・五輪塔・無縫塔・石仏・板碑など様々な種類のものがあっ

て，その中には無縫塔の塔身もある事から一概に石燈寵とも決め兼ねるのである。

ょっ!て以上の様な発掘調査成果から考察してみても，現段階では山王坊遺跡全体の調査が終了し

ない限iり，この遺跡の性格については多くの疑問が残されてしまうのである。つまり下方の第2建

物跡群(神域又は(仮称〉西本宮社殿列跡〉の配置と関連する遺跡とした場合，それは神社に関係し

たものといえ，中軸線上に乗り最奥部に位置する事から，本社殿跡と考えられるのであるが，その

方向性が違う事から時期を異にし単独で成立するものとも考えられ，上部の構造はまったく不明で

あるが，摂社末社や宝塔の類，あるいは廟所や積み石塚の類も考えられるのである。また残存する

下部の構造や出土遺物から考察してみると，内側方形区画内より護類の陶器片が出土した事は，後

世本来iの意義が失われ，違う性格の遺跡に変化する場合もあるが，構築時は明らかに埋納施設を伴

なう遺跡として築かれていて，経塚や塔あるいは墓地等の性格を持つものとも考えられるのである。
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それは逆に北進して

それ以前の縄文時代晩期に南方

この事は十三湖周辺より発見さ

その文化の本質をも怯えていたといそれら遺物のみでなく，

この山王坊遺跡の発掘調査によって初めて確かめられたことなのであり，考古学という手

この地を支配し，中央の文化を搬入し在地に定着させている

その文化が定着している事を断定出来る遺跡が

この山王坊跡より

それら一連の出土遺物が本格的な遺跡に伴なうものであった事が確証

関

『東日流外三郡誌、j絵図
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割石組大階段跡全景 (SW→NE)

写真図版2 (仮称〉西本宮社殿列跡割石組大階段跡
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後拝付拝殴跡南側部分 (W→E)

本社庭生跡全景 その 2(S→N) 

写真図版 3 (仮称〉西本宮社股列跡後背付青殿跡@本社殿跡
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渡廊跡・舞殿風拝殿跡 (SW→NE)

写真図版4 (仮称〉東本宮社殿列跡
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関連遺物蔵骨器

(仮〉西本宮後拝付拝殿跡出
金銅製扉金具

写真図版5 出土遺物，関連遺物
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An Interim Report 

融n

Exむavation

。f

品説nnoboRuins 

トShiuraViUage， Aomori Prefecture. 

March， 1987 

関過騒説。nalCommission of Shiura Village 

部品盟noboExむavationTeam 



treats 

he Sannobo Ruins 

the Ruins 0/ the M edieval 

飽O幽Sa持拘oShrine i目 Tsugaru District 

T akashi Kato 

(日吉山主神社〉 one of the guardian shrines of the ancient J apan， 

Sakamoto， Otsu City， Shiga Prefecture up to the present. 

玉坊跡)are the ruins of the 14th圃15thcentury Hieino Sanno Shrine 

Kita Tsugaru Gun， Aomori Prefecture. 

Furuta's "A Study of Tosa Minato， Tsugaru 

excavated this ruin from 1982 to 1986. 

built by the Ando family of Tsugaru (津軽安東氏)， was 

(蝦夷管領)by the Kamakura Shogunate and controlled all 

Sea. 島1:oreover，according to the tradition， the headquarters 

this district. However， in this district was not 

sites notwithstanging its many relic findings. 

found the huge ruins of Hieino-Sanno Shrines， burnt by war 

shrine ruins， bases， foundation stones， stone drains 

group is bigger than the western one. Originally， the Hieino-Sanno 

a pair of shrines in its holy sanctuary. 

produced in the medieval J apanese and Chinese (Sung 

bronze wares， and stoneworks imported from central 

J apanese mixture of Buddhism and Shintoism. These 

central area of the medieval J apan and the ，.-.1-，，，.-n 

are Prof. Naokichi Niino， Akita University， Prof. 

and the author， from the fields of literature， architecture 

of archaeology only. 

-73 -



北方日本海の中世宗教遺跡研究第1集

青森県北津軽郡市浦村

出王坊跡
昭和62年3月

編集山王坊跡調査団考古学班

発行 市浦村教育委員会教育長

柏谷秀・

山王坊跡調査団団長

加藤 孝

印刷株式会社今野印刷所






